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２２２２        平成１２年度研究の成果概要平成１２年度研究の成果概要平成１２年度研究の成果概要平成１２年度研究の成果概要    
 
本章では、平成１２年度の研究成果の概要を取りまとめる。具体的な研究作業内容は以下の（１）

～（６）である。 
 
（１）（１）（１）（１）    仕事の力量フレームの検討仕事の力量フレームの検討仕事の力量フレームの検討仕事の力量フレームの検討    
 
 
 
 
 
 
（２）（２）（２）（２）    仕事の力量・労働意欲の分析仕事の力量・労働意欲の分析仕事の力量・労働意欲の分析仕事の力量・労働意欲の分析    
 
 
 
 
 
 
    
（３）認知機能分析（３）認知機能分析（３）認知機能分析（３）認知機能分析    
 
 
 
 
（４）仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成（４）仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成（４）仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成（４）仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成    
 
 
 
 
 
 

・ＩＴ化と加齢の影響を受ける作業に対応したホワイトカラーの職務能力を抽出、選定す

る上で、基本となる仕事の力量フレームについての検討を行った。仕事の力量フレーム

は、能力種別（情報、知識、技能）と職務の対象（職務・環境、人間）を基本軸として

分類・整理した。 

・（１）で検討した仕事の力量フレームを踏まえ、インタビュー調査、アンケート調査に

より、中高齢労働者を中心に仕事の力量・労働意欲の項目を抽出し、その分析・選定を

行った。対象の職種は、ホワイトカラーの中高齢労働者の代表である部課長職とＩＴの

影響を最も受けると想定されるソフトウェア技術者の２グループを設定し、詳細な分析

を行った。 

・加齢に伴って変化する人間の認知機能とその機能水準を評価する検査方法に関する基

礎的な調査を文献調査を中心に行った。  

・（１）～（３）の結果を踏まえ、中高年のホワイトカラーがＩＴ環境下での仕事に適応

していく上で必要とされる仕事の力量・労働意欲を評価するためのチェックリストの素

案を作成した。 
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（５）仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成（５）仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成（５）仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成（５）仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成    
 
 
 
 
    
（６）仕事の力量・労働意欲チェックリスト基準値設定のためのデータ収集（６）仕事の力量・労働意欲チェックリスト基準値設定のためのデータ収集（６）仕事の力量・労働意欲チェックリスト基準値設定のためのデータ収集（６）仕事の力量・労働意欲チェックリスト基準値設定のためのデータ収集    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・（４）のチェックリスト案の項目の表現、評価基準を見直すとともに、項目の追加、絞

り込みを行い、「仕事の力量・労働意欲のチェックリスト」を作成した。 

・（５）の仕事の力量・労働意欲のチェックリストの基準値を作成するために、データ収

集を行った。 
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２．１２．１２．１２．１    仕事の力量フレームの検討仕事の力量フレームの検討仕事の力量フレームの検討仕事の力量フレームの検討    
 
（１）仕事の力量フレームの検討（１）仕事の力量フレームの検討（１）仕事の力量フレームの検討（１）仕事の力量フレームの検討    

情報化に対応するための仕事の力量項目を網羅的・体系的に抽出・整理するために、まず検討の

ための枠組み（以下、フレーム）を設定した。    
具体的には、以下のフレーム等を参考にし、検討を行った。 

 
＜仕事の力量に関連する主なフレーム＞＜仕事の力量に関連する主なフレーム＞＜仕事の力量に関連する主なフレーム＞＜仕事の力量に関連する主なフレーム＞    
①伊藤（①伊藤（①伊藤（①伊藤（1987198719871987）の「ホワイトカラーの職務遂行プロセスと能力フレーム」）の「ホワイトカラーの職務遂行プロセスと能力フレーム」）の「ホワイトカラーの職務遂行プロセスと能力フレーム」）の「ホワイトカラーの職務遂行プロセスと能力フレーム」    
・ 東京工業大学教授の伊藤謙治はホワイトカラーの職務遂行プロセスを、「職務に関連する様々

な情報のインプットをもとに、職務に必要な機能（職務要求）を実行する技能、技能遂行に必

要な知識を適用し、遂行する」と捉え、職務能力を「技能」「知識」「情報・データ」の３階層

に分類している。さらに、これらの職務能力を大きく、「対物（自分一人だけで作業できる能力）」

「対人（他の人に働きかけて行う部分に関する能力）」に大別している。 
（出所：伊藤謙治（1997）「高度成熟化社会の人間工学（社会工学シリーズ）」、日科技連出版社） 
②②②②PerlmutterPerlmutterPerlmutterPerlmutter（（（（1992199219921992）の認知能力の３層モデル）の認知能力の３層モデル）の認知能力の３層モデル）の認知能力の３層モデル    
・Perlmutter（1992）はこれまでの心理測定研究、認知論研究の成果を巧みに組み合わせ、成人

の認知能力モデルを構築している。このモデルは成人の認知能力を「情報処理（processing）」「知

識獲得（knowing）」「思考（thinking）」の３つの層で説明している。 
    第１層の「情報処理」は注意、知覚スピード、記憶、推理のような基本的な認知プロセスから

なり、「流動性能力」と位置づけされている。第２層の「知識獲得」は環境変化に対し、適応的

に行動するためのデータベースを提供してくれる能力で、上記の第１層に対し、「結晶性能力（結

晶性知能を作り出す能力）」と位置づけられている。第３層の「思考」は適応的な行動がとれる

ような情報処理方略や高度な知的機能からなる。こうした高次精神能力は直面した事象の疑問、

矛盾等を冗長的に解釈したり、現実や主観に根差した直感的・情緒的思考を可能にする。 
（出所：Perlmutter,M.,&Hall,E. 1992 Adult development and aging,2nd ed.(P.250) John Wiley & 

Sons,Inc） 
③③③③R.KatzR.KatzR.KatzR.Katz（（（（1955195519551955）の「管理階層と必要能力」）の「管理階層と必要能力」）の「管理階層と必要能力」）の「管理階層と必要能力」    
・ R.Katz（1955）はマネージャに必要とされる能力として「Technical Skill（仕事のやり方につ

いての知識・技能）」「Human Skill（人を扱う能力）」「Conceptual Skill（総合判断のできる

能力）」の３つを取り上げ、これらのウエイトは管理階層によって異なるとしている。 
（ 出 所 ： Katz,R.L.(1955) Skills of an effective administrator. Harvard Business 

Review,33,33-42） 
④田中（④田中（④田中（④田中（1998199819981998）の「ホワイトカラーの４つのプロフェッショナル能力」）の「ホワイトカラーの４つのプロフェッショナル能力」）の「ホワイトカラーの４つのプロフェッショナル能力」）の「ホワイトカラーの４つのプロフェッショナル能力」    
・ 日本エクスラン工業株式会社の田中丈夫（1998）はホワイトカラーのプロフェッショナル能力

を、ネットワーク化知識により蓄積された「専門能力」を中心に、それを取り囲む形で「環境

変化予測」「課題形成」「優先順位判断」「効果的推進」の４つの能力が循環的に形成されるフレ

ームを提唱している。 
（出所：田中丈夫（1998）「プロフェッショナル・ホワイトカラー」（財）高年齢者雇用開発協会） 
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（２）仕事の力量フレームの設定（２）仕事の力量フレームの設定（２）仕事の力量フレームの設定（２）仕事の力量フレームの設定    
（１）で挙げたフレームを比較・検討すると、伊藤（1987）と Katz（1955）の職務能力フレー

ムは、「職務関連と人間関連に大別される点」「何らかの階層構造がある点」が共通している。 
また、伊藤（1987）と Perlmutter（1992）と田中（1998）の職務能力フレームは「職務能力間

に何らかの相互関連性、循環性がある点」が共通している。 
最終的には「職務と人間の分類」「階層構造」「職務能力間の相互関連性・循環性」の特徴を総括

的に捉えた伊藤のフレームをもとに研究会で検討し、以下の仕事の力量フレームを設定した。    
    

図表２．１．１：仕事の力量フレームの設定 

       ※伊藤のフレームの「対物と対人」の分類は、拡張性を持たせるために、 
         「職務・環境」と「人間」に修正している。 

    
＜仕事の力量の定義＞＜仕事の力量の定義＞＜仕事の力量の定義＞＜仕事の力量の定義＞    
情報：職務を遂行する上で必要となる入力情報・データ 
知識：技能の遂行時に適用可能な知識・技術体系 
技能：職務を遂行する個々の機能を遂行する能力    
    

職務・環境職務・環境職務・環境職務・環境 人間人間人間人間

情情情情
報報報報

《物的情報・データ》《物的情報・データ》《物的情報・データ》《物的情報・データ》
経済情勢,社会情勢,市場動向,在庫
状況,部品・材料情報,関連技術動

向,自社製品情報

《人的情報・データ》《人的情報・データ》《人的情報・データ》《人的情報・データ》
社内人事情報,社内ＯＢ情報、顧客
情報,社外専門家情報、外注人事情

報、部下・上司の性格

知知知知
識識識識

《職務関連知識》《職務関連知識》《職務関連知識》《職務関連知識》
統計分析技術,ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ理論,ＩＴ・ｺ
ﾝﾋﾟｭｰﾀ技術,経済理論,ＯＡ機器使用

技術,金融理論

《人間関連知識》《人間関連知識》《人間関連知識》《人間関連知識》
人間特性,思考過程,人体機能,管理
規定・原則,社内管理規則,心理学理

論,ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ理論

技技技技
能能能能

《職務適用技能》《職務適用技能》《職務適用技能》《職務適用技能》
市場動向把握力、戦略立案力,問題
発見力,ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実行力,企画作成

力,ＩＴ利用の技能

《人間関係技能》《人間関係技能》《人間関係技能》《人間関係技能》
コーディネーション能力,リーダー

シップ,管理・統率力,人材評価能力,
顧客関係構築力

能能能能
力力力力
種種種種
別別別別

対象対象対象対象
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２．２２．２２．２２．２    仕事の力量・労働意欲の分析仕事の力量・労働意欲の分析仕事の力量・労働意欲の分析仕事の力量・労働意欲の分析    
    
２．２．１２．２．１２．２．１２．２．１        分析の概要分析の概要分析の概要分析の概要    
（１）分析の目的（１）分析の目的（１）分析の目的（１）分析の目的    

ＩＴ技術の進展に伴い、ホワイトカラーの業務とそれを遂行するための職務能力が変化しつつあ

る。他方、我が国では他国に類をみないスピードで高齢化が進んでおり、高齢ホワイトカラーの加

齢に伴う職務能力の低下への支援も求められている。 
ここでは、こうしたＩＴ化、高齢化の環境変化に対応した仕事の力量チェックリストを作成する

ための基礎調査として、インタビュー調査及びアンケート調査を実施した。 
    
（２）分析の対象（２）分析の対象（２）分析の対象（２）分析の対象    
    本研究では研究会での検討の結果、１）今後、高齢化の進展に伴い、高齢化した部課長職の人材

流動化は労働市場の活性化の観点から重要な位置づけにあること、２）ＩＴ化の進展に伴い、ソフ

トウエア技術を有するホワイトカラーの人材需要がさらに高まること、を踏まえ、以下の２つの職

種・職位を分析対象として取り上げた。 
 
＜分析＜分析＜分析＜分析の対象＞の対象＞の対象＞の対象＞    
■部課長職（営業部門、技術部門、管理部門） 
■ソフトウエア技術者    
    
（３）分析の方法（３）分析の方法（３）分析の方法（３）分析の方法    

本研究での仕事の力量・労働意欲の分析の概要は次のとおりである。 
「部課長職」と「ソフトウエア技術者」を分析対象とし、「Ａ  インタビュー調査」と「Ｂ  ア
ンケート調査」を実施した。 

    
図表２．２．１：仕事の力量・労働意欲の分析の概要    

   部課長 職部課長 職部課長 職部課長 職 ソフトウェア技 術 者ソフトウェア技 術 者ソフトウェア技 術 者ソフトウェア技 術 者

・ソフトウェア技術者 の中で、以下の 職種を対象とする

詳細

設計

概要

設計

企画 ・

戦略

ｼｽﾃﾑ・

ﾍ ﾞﾝﾀ ﾞｰ
○ ○ ○

調査対象
・管理部門 、営業部門、技術部門の

 部課長職
情報ｻｰﾋﾞｽ

産業 ｿﾌﾄｳｪｱ・

ﾍ ﾞﾝﾀ ﾞｰ
○ ○

A　インタビュー

調査

●目　　　的 ：職務能力項目を網羅 的に抽出 する

●調査方法 ：調査対象の方々に直接お話をお伺いするインタビュー調査法

●対象企業数 ：部課長職 （４社 ）、ソフトウェア技術者 （５社 ）

●対象者数 ：部課長職 （１９サンプル ）、ソフトウェア技術者 （２１サンプル ）

●調査項目 ：必要とされる職務能力

　　  　　　　　  加齢に伴う職務能力の変化

　　　  　　　　  ＩＴ化に伴う職務能 力の変化 　など

Ｂ　アンケート

調査

●目　　　的 ：抽出された職務能力項 目の選 定を行う

●調査方法 ：アンケート用紙による留置 調査法 （配 布 ・回 収は対 象企業の職制を通じて行う）

●対象企業数 ：部課長職 （１０社 ）、ソフトウェア技術者 （１１社 ）

●配布／回収 ：部課長職 （１，０００サンプル／ ５７７サンプル ）

　　  　　　　　　　ソフトウェア技術者 （１，０６０サンプル／ ６４８サンプル ）

●調査項目 ：職務能力項目 に対する自己評 価  ・重要度評価

　　　　　　    職務能力項目の ＩＴ化の影響  ・加齢の影響

　　　　　　    意欲度　など
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＜ソフトウエア企業の定義＞ 
■システム・ベンダー 
・ソフトウエア開発の全工程（「企画」⇒「システム設計」⇒「プログラミング」）に着手している 
  企業 
■ソフトウエア・ベンダー 
・ソフトウエア開発の全工程のうち、初期の「企画」を除く「システム設計」「プログラミング」を 
  着手している企業 
 
    
２．２．２２．２．２２．２．２２．２．２    仕事の力量・労働意欲の項目抽出のためのインタビュー調査仕事の力量・労働意欲の項目抽出のためのインタビュー調査仕事の力量・労働意欲の項目抽出のためのインタビュー調査仕事の力量・労働意欲の項目抽出のためのインタビュー調査    
    
（１）（１）（１）（１）    部課長職へのインタビュー調査部課長職へのインタビュー調査部課長職へのインタビュー調査部課長職へのインタビュー調査    
①調査概要①調査概要①調査概要①調査概要    
＜調査概要＞＜調査概要＞＜調査概要＞＜調査概要＞    
  企業の部課長職を対象としたインタビュー調査を実施し、現状の業務及びそれに求められる仕事の

力量、ＩＴ化の進展に伴い新たに求められる仕事の力量を把握する。 

 

＜調査対象者＞＜調査対象者＞＜調査対象者＞＜調査対象者＞    
  製造業、サービス業、金融業の中から企業を数社選定し、その企業における以下の方々を対象とす

る。 
 ○人事担当者（２名程度） 

○部課長（管理部門部課長２名程度、販売部門部課長２名程度、技術部門部課長２名程度） 
 
＜調査内容＞＜調査内容＞＜調査内容＞＜調査内容＞    
 A  企業概要（人事担当者の方のみ） 
  Ａ１  事業内容 
  Ａ２  従業員数 
  Ａ３  従業員職種構成 

B  部課長の業務概要 
  Ｂ１  部門別（管理部門、販売部門、技術部門）の業務の概要 

  Ｂ２  ＩＴ化に伴う役割／業務の変化、業務上のＩＴ機器の利用状況等 
Ｃ  部課長に必要とされる職務能力（スキル） 
  Ｃ１  業務に求められる職務能力 

  Ｃ２  ＩＴ化により新たに求められる職務能力 

       （ＩＴ機器を用いた情報収集能力、プレゼンテーション能力等） 
  Ｄ  部課長の加齢に伴う職務能力の変化 
    Ｄ１  加齢に伴う職務能力レベルの変化（結晶化 vs 陳腐化） 
    Ｄ２  加齢によって「優位（強み）」、「劣位（弱み）」となる職務能力  
Ｅ  ＩＴ化に伴う今後の部課長職の職務能力変化  
Ｆ  その他（部課長のキャリアパス、能力開発プログラム等） 

 
＜調査時期＞＜調査時期＞＜調査時期＞＜調査時期＞    
  ２０００年１０月下旬～１２月上旬 
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②調査結果の整理②調査結果の整理②調査結果の整理②調査結果の整理    
    
＜調査対象者につい＜調査対象者につい＜調査対象者につい＜調査対象者について＞て＞て＞て＞    
  インタビュー調査対象者は次のとおりである。 
    

図表２．２．２：インタビュー調査対象者一覧 
業種 企業 職種 職位 人数 

営業部門 部長１名 
技術部門 部長１名 
管理部門 財務調達・部長 1 名 

Ａ社 
（約 5,600 名） 

人事部門 課長代理クラス１名 

４名 

営業部門 課長２名 
技術部門 課長代理クラス２名 
管理部門 次長１名、課長代理クラス１名 

1)製造業 

Ｂ社 
（約 40,000 名） 

人事部門 次長１名、課長１名 

８社 

営業部門 副部長１名 
技術部門 部長１名、課長１名 
管理部門 検査統括管理・課長クラス１名 

2)ｻｰﾋﾞｽ業 Ｃ社 
（約 1,637 名） 

人事部門 課長クラス２名 

６名 

3)金融業 Ｄ社 
（約 13,616 名） 

人事部門 課長代理クラス１名 １名 

合計 ４社   １９名 
※企業欄の（ ）内は従業員数を示す。 
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＜部課長職の現状業務とそれに求められる職務能力について＞＜部課長職の現状業務とそれに求められる職務能力について＞＜部課長職の現状業務とそれに求められる職務能力について＞＜部課長職の現状業務とそれに求められる職務能力について＞    
  部課長職の現状業務を把握した上で、それらに求められる職務能力を抽出した。 
ヒアリング調査の結果から、職務能力は大きく「技能（職務関連技能、人間関係技能）」、「知識・

情報」に分類された。 
技能については、G.R.テリーの基本的管理職能（計画、組織編成、動機づけ、統制）、及び次頁

の図表２．２．４の H.A.サイモンの意思決定過程（情報活動、設計活動、選択活動、検討活動）

をもとに抽出された職務能力を更に分類した。職務関連技能については「情報収集」「分析」「計画」

「管理」「評価」、人間関係技能については、「組織編成」「動機づけ・教育・指導」「コミュニケー

ション」に整理した。 
 

図表２．２．３：G.R.テリーの基本的管理職能 

計画設定 

・目標を明確に定め、細分化する。 
・予想を立てる。 
・業務遂行上の条件や仮定を設定する。 
・目標達成のための課題を選び、説明をつける。 
・業務達成のための新しい優れた手段を発見するという創造性を重視して、全体計画を

設定する。 
・業務遂行の方針、手続、標準、方法を定める。 
・将来起こりうる問題を予測する。 
・統制の結果に照らして計画を修正する。 

組織編成 

・仕事を職務に分割する。 
・職務を職位に配分する。 
・関連した職位を集めて、管理可能な部門を編成する。 
・職務の要件を明確にする。 
・職務に適する人を選考し、配置する。 
・各管理者に適切な程度の権限を割り当て、承認する。 
・各人に物的資源、その他の資源を用意する。 
・統制の結果に照らして組織を調整する。 

動機づけ 

・意思決定や行動によって影響を受ける成員の参加を実施する。 
・最善を尽くすよう成員を指導し促す。 
・成員を動機づける。 
・効果的なコミュニケーションを行う。 
・潜在能力を発揮するよう成員を育成する。 
・仕事の成果に対して承認、給与の報酬を与える。 
・仕事の努力を通じて成員の欲求を満足させる。 
・統制の結果に照らして努力の成果を修正する。 

統  制 

・結果と計画とを全般的に比較する。 
・標準に対して結果を評価する。 
・業績測定のための効果的手段を考案する。 
・測定手段を周知徹底させる。 
・詳細なデータを整理して比較し、差異を表す形式に直す。 
・必要に応じて修正行動を指示する。 
・説明の責任をもつ成員に情報を伝える。 
・統制の結果に照らして統制活動を調整する。 
（出所：Terry,G.R. & S.G.Frduklin, Principles of Management 8th ed.,Irwin.） 
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図表２．２．４：サイモンの意思決定過程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出所：Simon,H.A.,The New Science of Management Decision,Prentice-Hall.（稲葉元吉・倉井

武夫訳「意思決定の科学」産能大学出版部） 

情報活動 

設計活動 

選択活動 

検討活動 

選択 

検討 

情報 

設計 

選択 

検討 

情報 

設計 

選択 

検討 

情報 

設計 

選択 

検討 

情報 

設計 
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（２）ソフトウエア技術者へのインタビュー調査（２）ソフトウエア技術者へのインタビュー調査（２）ソフトウエア技術者へのインタビュー調査（２）ソフトウエア技術者へのインタビュー調査    

①調査概要①調査概要①調査概要①調査概要 
＜調査概要＞＜調査概要＞＜調査概要＞＜調査概要＞    
 ソフトウエア技術者の業務内容、業務遂行のために必要とされる職務能力項目、加齢による職務能

力レベルの変化等を把握することを目的に、ソフトウエア産業を対象として企業ヒアリング調査を行

った。 
 
＜調査対象企業／対象者＞＜調査対象企業／対象者＞＜調査対象企業／対象者＞＜調査対象企業／対象者＞    
調査対象企業はソフトウエア産業の「システム・ベンダー」「ソフトウエアベンダー」とし、計５

社を対象に実施した。（「システム・ベンダー」「ソフトウエア・ベンダー」のそれぞれにおける主な

業務内容を図表２．２．５に示す。） 
 

図表２．２．５：調査対象業種とその業務内容 
主な業務内容  

詳細設計 

プログラミング 

概要設計・ 

システム設計 

企画・戦略 

システム・ベンダー ○ ○ ○ 調査対象業種 

（情報サービス産業） ソフトウエア・ベンダー ○ ○  

 
＜ソフトウェア企業の定義＞ 
■システム・ベンダー 
・ソフトウエア開発の全工程（「企画」⇒「システム設計」⇒「プログラミング」）に着手している 
  企業 
■ソフトウエア・ベンダー 
・ソフトウエア開発の全工程のうち、初期の「企画」を除く「システム設計」「プログラミング」を 
  着手担当している企業 
 
また、各企業において、以下の方を対象に実施した。 
○人事担当者 
○ソフトウエア技術者（３０歳代、４０歳代、５０歳代で各１～２名程度）    
    
＜調査内容＞＜調査内容＞＜調査内容＞＜調査内容＞    
Ａ 企業概要（人事担当者の方のみ） 

  Ａ１ 事業内容 
  Ａ２ 従業員数 
  Ａ３ 従業員職種構成 
  Ａ４ 従業員年齢構成 

Ｂ ソフトウエア技術者の業務概要 
  Ｂ１ 役職別の業務の概要 
  Ｂ２ 近年のＩＴ化に伴う業務内容の変化 
Ｃ ソフトウエア技術者に必要とされる職務能力（スキル） 

  Ｄ  ソフトウエア技術者の加齢に伴う職務能力の変化 
  Ｄ１ ソフトウエア技術者の年齢的限界の有無とその理由 
  Ｄ２ 加齢に伴う職務能力レベルの変化 
  Ｄ３ 加齢によって「優位（強み）」、「劣位（弱み）」となる職務能力  



2-11  

  Ｄ４ Ｄ３への対応の状況 
Ｅ その他（ソフトウエア技術者のキャリアパス、教育・訓練制度等） 

 
＜調査時期＞＜調査時期＞＜調査時期＞＜調査時期＞    
２０００年１０月中旬～１２月上旬 
 

    
②調査結果の整理②調査結果の整理②調査結果の整理②調査結果の整理 

 
＜調査対象＜調査対象＜調査対象＜調査対象者について＞者について＞者について＞者について＞    

 インタビュー調査対象者は次のとおりである。 
 

図表２．２．６：インタビュー調査対象者一覧 
業種 企業 職種 人数（合計） 

・人事担当 
（１名） 

Ａ社 
（約 40,000 名） 

・ソフトウエア技術者 
（30 歳代 1 名、40 歳代１名、50 歳代 1 名） 

４名 

・人事担当 
（１名） 

Ｂ社 
（約 40,000 名） 

・ソフトウエア技術者 
（40 歳代 1 名、50 歳代 1 名） 

３名 

・人事担当 
（２名） 

１)システム・ベ

ンダー 

Ｃ社 
（約 94 名） 

・ソフトウエア技術者 
（40 歳代 3 名、50 歳代 1 名） 

６名 

・人事担当 
（１名） 

Ｄ社 
（約 900 名） 

・ソフトウエア技術者 
（30 歳代 1 名、40 歳代 1 名、50 歳代 1 名） 

４名 

・人事担当 
（１名） 

2）ソフトウエ

ア・ベンダー 
 

Ｅ社 
（約 1,100 名） 

・ソフトウエア技術者 
（30 歳代 1 名、40 歳代 1 名、50 歳代 1 名） 

４名 

合計 ５社  ２１名 

※企業欄の（ ）内は従業員数を示す。 
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＜近年のＩＴ化に伴う業務内容の変化について＞＜近年のＩＴ化に伴う業務内容の変化について＞＜近年のＩＴ化に伴う業務内容の変化について＞＜近年のＩＴ化に伴う業務内容の変化について＞    

 ソフトウエア技術者の業務内容が、近年のＩＴ化によってどのように変化してきているかという質

問に対して、ほぼ全てのヒアリング調査対象者から、以下の点が指摘された。 
 
        ○技術革新の急速な進展による業務内容の変化○技術革新の急速な進展による業務内容の変化○技術革新の急速な進展による業務内容の変化○技術革新の急速な進展による業務内容の変化    

ここ数年において、インターネットを始めとするネットワーク関連の技術革新が目覚ましく、ま

た、ＯＳ（オペレーティングシステム）やＤＢ（データベース）も大きく変化してきている。従来

までの「汎用機」を基本としたシステム開発が「オープン化」という流れに変わり、システム開発

の業務内容が変貌していることが指摘された。 
 
        ○ＩＴ化に伴う顧客ニーズの高度化・多様化○ＩＴ化に伴う顧客ニーズの高度化・多様化○ＩＴ化に伴う顧客ニーズの高度化・多様化○ＩＴ化に伴う顧客ニーズの高度化・多様化    
 ＩＴの高度化、企業間競争の激化等を背景に、顧客企業では、インターネット等の新たな情報通

信技術を活用したシステム開発ニーズが急速に高まっていると同時に、ニーズも多様化してきてい

ることが指摘された。また、顧客からは、システム開発等に要する時間の短縮化が強く要求される

ようになり、ソフトウエア技術者には、今まで以上に時間効率が迫られている現状が明らかになっ

た。 
 
＜ソフトウエア技術者に求められる職務能力について＞＜ソフトウエア技術者に求められる職務能力について＞＜ソフトウエア技術者に求められる職務能力について＞＜ソフトウエア技術者に求められる職務能力について＞    
企業の人事担当者が社内のソフトウエア技術者に対して求めている職務能力、及び、ソフトウエア

技術者自身が日常業務のなかで必要と思う職務能力を抽出した。 
ヒアリング調査の結果から、職務能力は大きく「技能（職務関連技能、人間関係技能）」、「知識・

情報」、「労働意欲」に分類された。 
労働意欲は技能を発揮するための源泉であり、重要な要素として取り上げられた。 
技能については部課長職と同様の考え方に基づき、職務関連技能については、「情報収集」「分析」

「計画」「管理」「評価」、人間関係技能については、同様に、「組織編成」「動機づけ・教育・指導」

「コミュニケーション」に整理した。 
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２．２．３２．２．３２．２．３２．２．３    仕事の力量・労働意欲の項目選定のためのアンケート調査仕事の力量・労働意欲の項目選定のためのアンケート調査仕事の力量・労働意欲の項目選定のためのアンケート調査仕事の力量・労働意欲の項目選定のためのアンケート調査    
    
（１（１（１（１）部課長職へのアンケート調査）部課長職へのアンケート調査）部課長職へのアンケート調査）部課長職へのアンケート調査    
①調査概要①調査概要①調査概要①調査概要    
＜調査概要＞＜調査概要＞＜調査概要＞＜調査概要＞    
  インタビュー調査結果で抽出・整理した職務能力項目について、現在の達成度、重要度、加齢に伴

う変化、ＩＴ進展に伴う重要度の変化等を評価するためのアンケート調査を実施し、仕事の力量チェ

ックリストに用いる項目の選定・検討を行った。 

 

＜調査対象者＞＜調査対象者＞＜調査対象者＞＜調査対象者＞    
  製造業、サービス業等の中から企業１１社を選定し、それらの企業の以下の部門に属する部課長ク

ラス１０００名を対象とし、５７７名の回答を得た（回収率：約５８％）。 
－営業部門：営業・マーケティング、広告・広報 等 
－技術部門：生産管理、技術開発・研究開発、物流管理、情報管理 等 

    －管理部門：経営企画、人事・労務・能力開発、経理・財務、法務・総務、国際業務 等 
 
＜調査内容＞＜調査内容＞＜調査内容＞＜調査内容＞    
Ａ  業務に必要とされる職務能力の現状の達成度、重要度、加齢に伴う変化、ＩＴ化に伴う重要度 
    の変化 
Ｂ  職務能力の中の重要度比率について 
Ｃ  環境変化に伴う部課長クラスの役割・能力変化について    
 
＜調査方法＞＜調査方法＞＜調査方法＞＜調査方法＞    
 各企業の人事担当者から、社内のソフトウエア技術者に調査票を配布していただいた。 
 
＜調査時期＞＜調査時期＞＜調査時期＞＜調査時期＞    
  ２００１年１月１５日～１月２９日 
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②調査結果の整理②調査結果の整理②調査結果の整理②調査結果の整理    
 各職務能力項目について、「現状の業務における重要度」「ＩＴ進展による重要度変化」「加齢に

よる職務能力レベルの向上」「加齢による職務能力レベルの低下」の４つの評価結果を整理した。 
 

図表２．２．７：部課長職へのアンケート調査結果（職務関連技能・人間関係技能） 

 
図表２．２．８：部課長職へのアンケート調査結果（知識・情報） 

 
 

    
  
    

%%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ

情報収集技能 NO.1 必要な情報を明確に定義できる 42.842.842.842.8 2222 ◎◎◎◎ 83.583.583.583.5 2222 ◎◎◎◎ 56.656.656.656.6 9999 ○○○○ 6.16.16.16.1 11111111 ○○○○
NO.2 必要な情報を各種方法により迅速かつ正確に収集できる 32.732.732.732.7 8888 ◎◎◎◎ 87.987.987.987.9 1111 ◎◎◎◎ 19.519.519.519.5 32323232 ×××× 23.223.223.223.2 3333 ◎◎◎◎
NO.3 必要な情報を人的ネットワークから迅速・正確に収集できる 39.739.739.739.7 3333 ◎◎◎◎ 64.064.064.064.0 8888 ◎◎◎◎ 65.765.765.765.7 1111 ◎◎◎◎ 5.75.75.75.7 12121212 ○○○○
NO.4 必要な最新情報を常にモニタリングし迅速に収集できる 21.521.521.521.5 22222222 △△△△ 76.876.876.876.8 3333 ◎◎◎◎ 23.623.623.623.6 30303030 ×××× 15.815.815.815.8 4444 ◎◎◎◎

分析技能 NO.5 収集した情報を網羅的・体系的に分析・加工できる 29.029.029.029.0 11111111 ○○○○ 74.474.474.474.4 4444 ◎◎◎◎ 45.845.845.845.8 25252525 ×××× 12.812.812.812.8 6666 ◎◎◎◎
NO.6 収集した情報を重要度に応じ優先順位を付け抽出・整理できる 38.738.738.738.7 4444 ◎◎◎◎ 71.071.071.071.0 6666 ◎◎◎◎ 49.849.849.849.8 19191919 △△△△ 8.88.88.88.8 8888 ◎◎◎◎

計画技能 NO.7 分析データや経験・直感により部門の方針を設定できる 30.630.630.630.6 10101010 ○○○○ 55.255.255.255.2 13131313 ○○○○ 63.663.663.663.6 2222 ◎◎◎◎ 5.15.15.15.1 17171717 △△△△
NO.8 分析データや経験・直感より部門の進むべき方向を予測できる 27.327.327.327.3 14141414 ○○○○ 57.957.957.957.9 11111111 ○○○○ 62.062.062.062.0 4444 ◎◎◎◎ 5.15.15.15.1 18181818 △△△△
NO.9 部門の方針に基づき最適な戦略を立案できる 43.443.443.443.4 1111 ◎◎◎◎ 58.958.958.958.9 10101010 ○○○○ 54.954.954.954.9 11111111 ○○○○ 5.15.15.15.1 19191919 △△△△
NO.10 部門の戦略に基づき最適な計画を立案できる 27.627.627.627.6 13131313 ○○○○ 54.954.954.954.9 14141414 ○○○○ 55.955.955.955.9 10101010 ○○○○ 5.15.15.15.1 20202020 △△△△
NO.11 部門の方針等を組織内に伝達し短・長期的な課題設定が行える 34.034.034.034.0 5555 ◎◎◎◎ 56.956.956.956.9 12121212 ○○○○ 61.361.361.361.3 5555 ◎◎◎◎ 5.15.15.15.1 21212121 △△△△
NO.12 部門で設定された課題に対する最適な改善施策を立案できる 24.624.624.624.6 19191919 △△△△ 47.847.847.847.8 16161616 ○○○○ 54.954.954.954.9 12121212 ○○○○ 5.15.15.15.1 22222222 △△△△
NO.13 計画遂行する過程で必要な手続き・方法を的確に定められる 11.811.811.811.8 32323232 ×××× 41.841.841.841.8 24242424 △△△△ 52.552.552.552.5 15151515 ○○○○ 6.46.46.46.4 10101010 ○○○○
NO.14 計画段階で想定される問題点等をあらかじめ予測できる 18.918.918.918.9 25252525 ×××× 45.145.145.145.1 19191919 △△△△ 63.363.363.363.3 3333 ◎◎◎◎ 5.45.45.45.4 14141414 ○○○○

管理技能 NO.15 部門で作成した計画や改善施策を遂行させ部門目標に結べる 25.325.325.325.3 17171717 △△△△ 35.035.035.035.0 30303030 ×××× 49.549.549.549.5 20202020 △△△△ 8.48.48.48.4 9999 ○○○○
NO.16 部門目標達成の為に計画や施策の実行過程を的確に評価できる 17.517.517.517.5 28282828 ×××× 39.439.439.439.4 27272727 ×××× 48.848.848.848.8 21212121 △△△△ 4.74.74.74.7 25252525 ××××
NO.17 計画や改善施策の実行過程で生じる問題に的確に対応できる 27.927.927.927.9 12121212 ○○○○ 42.142.142.142.1 23232323 △△△△ 51.951.951.951.9 16161616 ○○○○ 5.75.75.75.7 13131313 ○○○○

評価技能 NO.18 部門目標の達成度を適正な基準で最終評価できる 26.326.326.326.3 16161616 ○○○○ 41.841.841.841.8 25252525 ×××× 51.251.251.251.2 17171717 △△△△ 4.04.04.04.0 27272727 ××××
組織編成技能 NO.19 部下の専門性やキャリアを考慮し最適な編成・配置が行える 25.325.325.325.3 18181818 △△△△ 42.442.442.442.4 22222222 △△△△ 58.958.958.958.9 6666 ◎◎◎◎ 4.04.04.04.0 28282828 ××××

NO.20 環境変化を踏まえ組織の改革を率先して推進する事ができる 33.733.733.733.7 6666 ◎◎◎◎ 47.547.547.547.5 18181818 △△△△ 41.841.841.841.8 27272727 ×××× 9.19.19.19.1 7777 ◎◎◎◎
NO.21 部門に将来採用すべき人材像・人材要件を予測できる 16.516.516.516.5 31313131 ×××× 44.844.844.844.8 20202020 △△△△ 43.443.443.443.4 26262626 ×××× 4.04.04.04.0 29292929 ××××
NO.22 部下に方針・目標を伝達し目標達成を促す事ができる 33.033.033.033.0 7777 ◎◎◎◎ 41.141.141.141.1 26262626 ×××× 53.553.553.553.5 14141414 ○○○○ 3.73.73.73.7 30303030 ××××
NO.23 部下や関係者と円滑なチームワークを作る事ができる 21.921.921.921.9 21212121 △△△△ 35.735.735.735.7 29292929 ×××× 48.148.148.148.1 22222222 △△△△ 5.15.15.15.1 23232323 △△△△
NO.24 部下の報告等を辛抱強く聞き適切な助言・指示等が行える 18.218.218.218.2 27272727 ×××× 34.334.334.334.3 31313131 ×××× 56.956.956.956.9 8888 ◎◎◎◎ 5.45.45.45.4 15151515 ○○○○
NO.25 部下の得意分野を踏まえやりがいある業務を担当させられる 16.816.816.816.8 29292929 ×××× 34.034.034.034.0 32323232 ×××× 41.441.441.441.4 28282828 ×××× 3.03.03.03.0 32323232 ××××
NO.26 部下の行動・態度から心理状態や健康状態を察する事ができる 9.19.19.19.1 33333333 ×××× 31.031.031.031.0 33333333 ×××× 58.258.258.258.2 7777 ◎◎◎◎ 5.15.15.15.1 24242424 △△△△
NO.27 部下の仕事の結果（業績）とその過程を適正に評価できる 23.923.923.923.9 20202020 △△△△ 43.143.143.143.1 21212121 △△△△ 50.250.250.250.2 18181818 △△△△ 4.74.74.74.7 26262626 ××××
NO.28 部下の強み／弱みを考慮し短期・長期的に指導・育成が行える 31.331.331.331.3 9999 ○○○○ 38.738.738.738.7 28282828 ×××× 46.146.146.146.1 23232323 △△△△ 3.03.03.03.0 33333333 ××××
NO.29 顧客等の本質的なニーズを引き出せるインタビューが行える 21.221.221.221.2 23232323 △△△△ 47.847.847.847.8 17171717 △△△△ 54.954.954.954.9 13131313 ○○○○ 3.43.43.43.4 31313131 ××××
NO.30 メール等を活用し顧客等と円滑なコミュニケーションが行える 16.816.816.816.8 30303030 ×××× 73.173.173.173.1 5555 ◎◎◎◎ 20.220.220.220.2 31313131 ×××× 26.626.626.626.6 2222 ◎◎◎◎
NO.31 顧客等に対しわかりやすく効果的なドキュメントが作成できる 19.519.519.519.5 24242424 △△△△ 70.470.470.470.4 7777 ◎◎◎◎ 33.333.333.333.3 29292929 ×××× 15.515.515.515.5 5555 ◎◎◎◎
NO.32 顧客等に対し論理的でわかりやすい説明が行える 18.918.918.918.9 26262626 ×××× 53.953.953.953.9 15151515 ○○○○ 46.146.146.146.1 24242424 △△△△ 5.45.45.45.4 16161616 ○○○○
NO.33 諸外国の顧客等と意思疎通が図れる程度の語学力がある 27.327.327.327.3 15151515 ○○○○ 61.661.661.661.6 9999 ○○○○ 11.111.111.111.1 33333333 ×××× 38.738.738.738.7 1111 ◎◎◎◎

※部課長の「ランク」：１位～８位＝◎，９位～16位＝○，17位～24位＝△，２５位～33位＝×

職務能力項目

コミュニケー
ション技能

 動機づけ・教
育・指導技能

加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力
レベル向上レベル向上レベル向上レベル向上

加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力
レベル低下レベル低下レベル低下レベル低下

現在の業務におけ現在の業務におけ現在の業務におけ現在の業務におけ
る重要度る重要度る重要度る重要度

IT進展による重要度IT進展による重要度IT進展による重要度IT進展による重要度
変化変化変化変化

%%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ

職務関連知識 NO.34 自社の取扱製品・サービスに係わる用語 9.49.49.49.4 16161616 ×××× 41.141.141.141.1 16161616 ×××× 45.545.545.545.5 11111111 △△△△ 11.411.411.411.4 3333 ◎◎◎◎
NO.35 自社の取扱製品・サービスに係わる知識 18.518.518.518.5 10101010 ○○○○ 40.740.740.740.7 17171717 ×××× 46.546.546.546.5 10101010 ○○○○ 11.811.811.811.8 2222 ◎◎◎◎
NO.36 自社内の組織とその機能に関する全般知識 11.811.811.811.8 14141414 △△△△ 29.029.029.029.0 19191919 ×××× 58.658.658.658.6 1111 ◎◎◎◎ 5.45.45.45.4 8888 ○○○○
NO.37 自社の一連の業務プロセスに係わる一般知識 12.512.512.512.5 13131313 △△△△ 31.631.631.631.6 18181818 ×××× 54.254.254.254.2 3333 ◎◎◎◎ 7.17.17.17.1 6666 ○○○○
NO.38 業界内の市場動向に関する知識 32.032.032.032.0 5555 ◎◎◎◎ 59.659.659.659.6 6666 ○○○○ 47.847.847.847.8 9999 ○○○○ 6.76.76.76.7 7777 ○○○○
NO.39 業務に活用できるマーケティング知識 21.921.921.921.9 9999 ○○○○ 58.258.258.258.2 7777 ○○○○ 38.438.438.438.4 17171717 ×××× 8.18.18.18.1 5555 ◎◎◎◎
NO.40 業務に活用できる経営戦略知識 27.927.927.927.9 6666 ○○○○ 49.249.249.249.2 10101010 ○○○○ 49.549.549.549.5 7777 ○○○○ 5.15.15.15.1 10101010 ○○○○
NO.41 業務に活用できる財務・会計知識 9.49.49.49.4 17171717 ×××× 41.441.441.441.4 15151515 △△△△ 34.034.034.034.0 18181818 ×××× 9.89.89.89.8 4444 ◎◎◎◎
NO.42 業務に活用できる分析技法 11.411.411.411.4 15151515 △△△△ 48.148.148.148.1 11111111 △△△△ 23.223.223.223.2 19191919 ×××× 14.114.114.114.1 1111 ◎◎◎◎

人間関連知識 NO.43 組織運営に活用できる人的資源管理の知識 23.923.923.923.9 8888 ○○○○ 44.144.144.144.1 13131313 △△△△ 51.551.551.551.5 6666 ○○○○ 3.73.73.73.7 16161616 ××××
NO.44 部下の育成に活用できる知識 32.732.732.732.7 4444 ◎◎◎◎ 45.145.145.145.1 12121212 △△△△ 53.953.953.953.9 4444 ◎◎◎◎ 4.04.04.04.0 15151515 △△△△
NO.45 経営のマクロ環境を把握するための情報源 18.218.218.218.2 11111111 △△△△ 67.067.067.067.0 4444 ◎◎◎◎ 43.443.443.443.4 14141414 △△△△ 5.45.45.45.4 9999 ○○○○
NO.46 市場動向を把握するための情報源 36.036.036.036.0 2222 ◎◎◎◎ 73.773.773.773.7 1111 ◎◎◎◎ 44.144.144.144.1 13131313 △△△△ 4.74.74.74.7 12121212 △△△△
NO.47 顧客動向を把握するための情報源 40.440.440.440.4 1111 ◎◎◎◎ 71.071.071.071.0 2222 ◎◎◎◎ 45.545.545.545.5 12121212 △△△△ 4.44.44.44.4 13131313 △△△△
NO.48 競合他社の動向を把握するための情報源 36.036.036.036.0 3333 ◎◎◎◎ 69.469.469.469.4 3333 ◎◎◎◎ 43.443.443.443.4 15151515 △△△△ 5.15.15.15.1 11111111 △△△△
NO.49 供給者を把握するための情報源 9.49.49.49.4 18181818 ×××× 60.360.360.360.3 5555 ◎◎◎◎ 42.842.842.842.8 16161616 ×××× 4.44.44.44.4 14141414 △△△△
NO.50 自社の経営資源を把握するための情報源 16.816.816.816.8 12121212 △△△△ 57.657.657.657.6 9999 ○○○○ 51.951.951.951.9 5555 ◎◎◎◎ 3.03.03.03.0 18181818 ××××
NO.51 社内外の専門家に関する人的情報源 24.224.224.224.2 7777 ○○○○ 57.957.957.957.9 8888 ○○○○ 54.554.554.554.5 2222 ◎◎◎◎ 2.72.72.72.7 19191919 ××××
NO.52 社員のこれまでの業務実績等の情報源 8.48.48.48.4 19191919 ×××× 43.443.443.443.4 14141414 △△△△ 49.549.549.549.5 8888 ○○○○ 3.43.43.43.4 17171717 ××××

※部課長の「ランク」：１位～５位＝◎，６位～10位＝○，11位～15位＝△，16位～19位＝×

職務能力項目

加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力
レベル低下レベル低下レベル低下レベル低下

加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力
レベル向上レベル向上レベル向上レベル向上

職務関連情報
（情報源）

人間関連情報
（情報源）

現在の業務におけ現在の業務におけ現在の業務におけ現在の業務におけ
る重要度る重要度る重要度る重要度

IT進展による重要度IT進展による重要度IT進展による重要度IT進展による重要度
変化変化変化変化
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（２）ソフトウエア技術者へのアンケート調査（２）ソフトウエア技術者へのアンケート調査（２）ソフトウエア技術者へのアンケート調査（２）ソフトウエア技術者へのアンケート調査    
①調査概要①調査概要①調査概要①調査概要    
＜調査概要＞＜調査概要＞＜調査概要＞＜調査概要＞    
 インタビュー調査結果で抽出・整理した職務能力項目について、現在の達成度、重要度、加齢に伴

う変化、ＩＴ進展に伴う重要度の変化等を評価するためのアンケート調査を実施し、仕事の力量チェ

ックリストに用いる職務能力項目の選定・検討を行った。 

 

＜調査対象者＞＜調査対象者＞＜調査対象者＞＜調査対象者＞    
ソフトウエア産業のシステムベンダー、ソフトウエアベンダーから企業１２社を選定し、各企業に

おいて職制を通じて調査票を配布していただいた。その際、調査対象者は、４５歳以上が全体の約５

０％、４５歳未満が約５０％となるように、配布していただいた。 

その結果、計１０６０名のソフトウエア技術者に配布し、６４８名から回答を得た（回収率６１．

０％）。 

 
＜調査内容＞＜調査内容＞＜調査内容＞＜調査内容＞    
Ａ  業務に必要とされる職務能力の現状の達成度、重要度、加齢に伴う変化、ＩＴ化に伴う重要度 
    の変化 
Ｂ ソフトウエア技術者が活躍できる年齢的限界について 
Ｃ  現在の会社への勤続意向、現在の仕事の継続意向について    
 

＜調査方法＞＜調査方法＞＜調査方法＞＜調査方法＞    
 各企業の人事担当者から、社内のソフトウエア技術者に調査票を配布していただいた。 
 
＜調査時期＞＜調査時期＞＜調査時期＞＜調査時期＞    
  ２００１年１月１５日～１月２９日 
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②調査結果の整理②調査結果の整理②調査結果の整理②調査結果の整理    
  各職務能力項目について、「現状の業務における重要度」「ＩＴ進展による重要度変化」「加齢に

よる職務能力レベルの向上」「加齢による職務能力レベルの低下」の４つの評価結果を整理した。 
 
図表２．２．９：ソフトウェア技術者へのアンケート調査結果（職務関連技能・人間関係技能） 

 
図表２．２．１０：ソフトウェア技術者へのアンケート調査結果（知識・情報） 

 
図表２．２．１１：ソフトウェア技術者へのアンケート調査結果（意欲度等） 

    

%%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ

情報収集技能 NO.1 必要な情報を各種方法により迅速かつ正確に収集できる 24.624.624.624.6 9999 △△△△ 90.490.490.490.4 1111 ◎◎◎◎ 24.924.924.924.9 17171717 ×××× 18.718.718.718.7 2222 ◎◎◎◎
NO.2 必要な情報を人的ネットワークから迅速・正確に収集できる 26.026.026.026.0 8888 ○○○○ 66.766.766.766.7 6666 ○○○○ 56.756.756.756.7 5555 ○○○○ 5.65.65.65.6 11111111 △△△△

分析技能 NO.3 収集した情報を網羅的・体系的に分析・加工できる 29.529.529.529.5 4444 ◎◎◎◎ 76.676.676.676.6 3333 ◎◎◎◎ 49.749.749.749.7 12121212 △△△△ 10.510.510.510.5 3333 ◎◎◎◎
計画技能 NO.4 顧客のニーズや課題を踏まえ最適な企画提案が行える 35.435.435.435.4 2222 ◎◎◎◎ 77.877.877.877.8 2222 ◎◎◎◎ 53.853.853.853.8 8888 ○○○○ 9.99.99.99.9 5555 ○○○○

NO.5 プロジェクトの計画を作成できる 27.227.227.227.2 6666 ○○○○ 58.258.258.258.2 10101010 △△△△ 57.357.357.357.3 4444 ◎◎◎◎ 6.46.46.46.4 9999 △△△△
NO.6 計画段階で想定される問題点等を予測できる 29.229.229.229.2 5555 ○○○○ 59.159.159.159.1 8888 ○○○○ 62.062.062.062.0 1111 ◎◎◎◎ 6.76.76.76.7 8888 ○○○○

管理技能 NO.7 プロジェクトを遂行する過程で生じるトラブルに対応できる 41.241.241.241.2 1111 ◎◎◎◎ 57.357.357.357.3 11111111 △△△△ 53.553.553.553.5 9999 △△△△ 8.88.88.88.8 6666 ○○○○
組織編成技能 NO.8 部門に将来採用すべき人材像・人材要件を予測できる 14.014.014.014.0 17171717 ×××× 59.159.159.159.1 8888 ○○○○ 52.052.052.052.0 11111111 △△△△ 3.83.83.83.8 17171717 ××××

NO.9 部下に方針・目標を伝達し目的達成を促す事ができる 34.234.234.234.2 3333 ◎◎◎◎ 54.754.754.754.7 14141414 ×××× 59.959.959.959.9 3333 ◎◎◎◎ 4.14.14.14.1 15151515 ××××
NO.10 部下や関係者と円滑なチームワークを作れる事ができる 26.926.926.926.9 7777 ○○○○ 46.846.846.846.8 17171717 ×××× 53.253.253.253.2 10101010 △△△△ 5.65.65.65.6 11111111 △△△△
NO.11 部下の仕事の結果（業績）とその過程を適正に評価できる 22.222.222.222.2 13131313 ×××× 52.652.652.652.6 15151515 ×××× 55.655.655.655.6 6666 ○○○○ 4.14.14.14.1 16161616 ××××
NO.12 部下の強み／弱みを考慮し短期・長期的に指導・育成が行え 18.118.118.118.1 15151515 ×××× 47.147.147.147.1 16161616 ×××× 48.048.048.048.0 13131313 ×××× 5.05.05.05.0 13131313 ××××
NO.13 顧客等の本質的なニーズを引き出せるインタビューが行える 23.723.723.723.7 11111111 △△△△ 56.756.756.756.7 12121212 △△△△ 54.154.154.154.1 7777 ○○○○ 4.44.44.44.4 14141414 ××××
NO.14 メール等を活用し顧客等と円滑なコミュニケーションが行える 18.718.718.718.7 14141414 ×××× 75.175.175.175.1 4444 ◎◎◎◎ 27.227.227.227.2 16161616 ×××× 10.510.510.510.5 3333 ◎◎◎◎
NO.15 顧客等に対しわかりやすく効果的なドキュメントが作成できる 24.324.324.324.3 10101010 △△△△ 62.962.962.962.9 7777 ○○○○ 46.846.846.846.8 14141414 ×××× 7.37.37.37.3 7777 ○○○○
NO.16 顧客等に対し論理的でわかりやすい説明が行える 23.723.723.723.7 11111111 △△△△ 56.156.156.156.1 13131313 ×××× 45.645.645.645.6 15151515 ×××× 6.16.16.16.1 10101010 △△△△
NO.17 顧客等から苦情などを受けても冷静かつ適切な対応が行える 18.118.118.118.1 15151515 ×××× 43.643.643.643.6 18181818 ×××× 60.860.860.860.8 2222 ◎◎◎◎ 2.62.62.62.6 18181818 ××××
NO.18 諸外国の顧客等と意思疎通が図れる程度の語学力がある 8.58.58.58.5 18181818 ×××× 67.067.067.067.0 5555 ○○○○ 7.97.97.97.9 18181818 ×××× 33.633.633.633.6 1111 ◎◎◎◎

※ソフトウエア技術者の「ランク」：１位～４位＝◎，５位～８位＝○，９位～１２位＝△，１３位～１８位＝×

現在の業務における現在の業務における現在の業務における現在の業務における
重要度重要度重要度重要度

IT進展による重要度IT進展による重要度IT進展による重要度IT進展による重要度
変化変化変化変化

加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力
レベル向上レベル向上レベル向上レベル向上

動機づけ・教
育・指導技能

コミュニケー
ション技能

ソフトウエア技術者

加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力
レベル低下レベル低下レベル低下レベル低下

%%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ

技術的知識 NO.19 コンピュータ言語に関する知識 2.92.92.92.9 13131313 ×××× 30.730.730.730.7 10101010 ×××× 12.612.612.612.6 9999 △△△△ 48.248.248.248.2 1111 ◎◎◎◎
NO.20 プログラミング技法に関する知識 3.53.53.53.5 12121212 ×××× 29.529.529.529.5 12121212 ×××× 9.69.69.69.6 13131313 ×××× 43.943.943.943.9 2222 ◎◎◎◎
NO.21 システム設計・概要設計に関する知識 17171717 5555 ○○○○ 48.848.848.848.8 8888 △△△△ 30.430.430.430.4 5555 ○○○○ 25.725.725.725.7 9999 △△△△
NO.22 詳細設計に関する知識 4.74.74.74.7 11111111 ×××× 30.130.130.130.1 11111111 ×××× 17.817.817.817.8 8888 △△△△ 36.536.536.536.5 6666 ○○○○
NO.23 クライアントサーバー技術に関する知識 13.513.513.513.5 9999 △△△△ 56.456.456.456.4 4444 ○○○○ 9.19.19.19.1 14141414 ×××× 38.038.038.038.0 3333 ◎◎◎◎
NO.24 単体・統合テストに関する知識 5.65.65.65.6 10101010 ×××× 27.227.227.227.2 14141414 ×××× 20.820.820.820.8 7777 △△△△ 27.827.827.827.8 8888 △△△△
NO.25 ＬＡＮ等のネットワーク管理に関する知識 14.314.314.314.3 7777 △△△△ 69.669.669.669.6 2222 ◎◎◎◎ 10.210.210.210.2 12121212 ×××× 37.137.137.137.1 4444 ○○○○
NO.26 インターネット関連技術に関する知識 24.324.324.324.3 3333 ◎◎◎◎ 78.778.778.778.7 1111 ◎◎◎◎ 11.111.111.111.1 11111111 ×××× 35.135.135.135.1 7777 △△△△
NO.27 品質管理技法に関する知識 31.631.631.631.6 1111 ◎◎◎◎ 56.756.756.756.7 3333 ◎◎◎◎ 35.135.135.135.1 3333 ◎◎◎◎ 12.312.312.312.3 12121212 ××××
NO.28 標準化技法に関する知識 13.713.713.713.7 8888 △△△△ 49.149.149.149.1 7777 △△△△ 23.723.723.723.7 6666 ○○○○ 15.215.215.215.2 10101010 ××××
NO.29 ハードウェアに関する知識 2.62.62.62.6 14141414 ×××× 27.827.827.827.8 13131313 ×××× 11.411.411.411.4 10101010 ×××× 36.836.836.836.8 5555 ○○○○

業務知識 NO.30 ソフトウエア開発対象分野の関連業務に関する知識 30.130.130.130.1 2222 ◎◎◎◎ 49.749.749.749.7 6666 ○○○○ 39.539.539.539.5 1111 ◎◎◎◎ 13.213.213.213.2 11111111 ××××
経営知識 NO.31 企業経営全般に関わる知識 19.919.919.919.9 4444 ○○○○ 46.846.846.846.8 9999 △△△△ 36.536.536.536.5 2222 ◎◎◎◎ 12.012.012.012.0 13131313 ××××
法規知識 NO.32 業務に関連する各種法規知識 15.215.215.215.2 6666 ○○○○ 55.855.855.855.8 5555 ○○○○ 31.031.031.031.0 4444 ○○○○ 9.69.69.69.6 14141414 ××××
※ソフトウエア技術者の「ランク」：１位～３位＝◎，４位～６位＝○，７位～９位＝△，１０位～１４位＝×

ソフトウエア技術者

現在の業務における現在の業務における現在の業務における現在の業務における
重要度重要度重要度重要度

IT進展による重要度IT進展による重要度IT進展による重要度IT進展による重要度
変化変化変化変化

加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力
レベル向上レベル向上レベル向上レベル向上

加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力
レベル低下レベル低下レベル低下レベル低下

%%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ %%%% 順位順位順位順位 ﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸﾗﾝｸ

モチベーション NO.33 仕事の業績では他人には負けたくない      3.83.83.83.8 13131313 ×××× 24.324.324.324.3 13131313 ×××× 17.017.017.017.0 6666 ○○○○ 24.024.024.024.0 4444 ○○○○
NO.34 仕事をすること自体が楽しい              7.97.97.97.9 9999 △△△△ 28.428.428.428.4 10101010 ×××× 12.912.912.912.9 10101010 ×××× 21.121.121.121.1 6666 ○○○○

柔軟性 NO.35 使えなくなった技術・方法を捨て新しいものを取り入れる　　　　 10.510.510.510.5 7777 △△△△ 61.761.761.761.7 2222 ◎◎◎◎ 10.210.210.210.2 13131313 ×××× 39.539.539.539.5 1111 ◎◎◎◎
NO.36 新しい技術・方法等に好奇心を持つ        28.728.728.728.7 1111 ◎◎◎◎ 71.971.971.971.9 1111 ◎◎◎◎ 12.312.312.312.3 12121212 ×××× 38.638.638.638.6 2222 ◎◎◎◎
NO.37 複雑で全体を見通せない仕事でも冷静に対処する            　　 20.220.220.220.2 2222 ◎◎◎◎ 41.541.541.541.5 6666 ○○○○ 32.732.732.732.7 1111 ◎◎◎◎ 12.912.912.912.9 12121212 ××××
NO.38 自分に最も適している進路を自分自身で決断する            　　 6.76.76.76.7 10101010 ×××× 32.732.732.732.7 8888 △△△△ 29.229.229.229.2 2222 ◎◎◎◎ 14.314.314.314.3 11111111 ××××
NO.39 仕事に関連がありそうな情報は何でも目を通す              　　 15.215.215.215.2 4444 ○○○○ 52.352.352.352.3 4444 ○○○○ 22.822.822.822.8 4444 ○○○○ 20.220.220.220.2 7777 △△△△

創造力 NO.40 自分の能力を信じている                  6.76.76.76.7 10101010 ×××× 28.128.128.128.1 11111111 ×××× 17.517.517.517.5 5555 ○○○○ 17.817.817.817.8 10101010 ××××
NO.41 自分のアイデア・考えを客観的に評価する  10.210.210.210.2 8888 △△△△ 36.036.036.036.0 7777 △△△△ 25.725.725.725.7 3333 ◎◎◎◎ 11.711.711.711.7 13131313 ××××
NO.42 自分のアイデア・考えについて細部まで検討する            　　 5.65.65.65.6 12121212 ×××× 28.928.928.928.9 9999 △△△△ 16.716.716.716.7 7777 △△△△ 19.019.019.019.0 9999 △△△△
NO.43 目標を持って何かにチャレンジすることが好きである        　　 13.713.713.713.7 5555 ○○○○ 43.043.043.043.0 5555 ○○○○ 15.215.215.215.2 8888 △△△△ 26.626.626.626.6 3333 ◎◎◎◎
NO.44 一度やり始めたことは最後までやり遂げる  11.411.411.411.4 6666 ○○○○ 26.926.926.926.9 12121212 ×××× 13.513.513.513.5 9999 △△△△ 19.319.319.319.3 8888 △△△△
NO.45 人が気付かないようなビジネスチャンスを発見する          　　 17.017.017.017.0 3333 ◎◎◎◎ 53.853.853.853.8 3333 ◎◎◎◎ 12.912.912.912.9 10101010 ×××× 24.024.024.024.0 4444 ○○○○

※ソフトウエア技術者の「ランク」：１位～３位＝◎，４位～６位＝○，７位～９位＝△，１０位～１３位＝×

ソフトウエア技術者

加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力
レベル低下レベル低下レベル低下レベル低下

現在の業務における現在の業務における現在の業務における現在の業務における
重要度重要度重要度重要度

IT進展による重要度IT進展による重要度IT進展による重要度IT進展による重要度
変化変化変化変化

加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力加齢により職務能力
レベル向上レベル向上レベル向上レベル向上
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２．３２．３２．３２．３        認知機能分析認知機能分析認知機能分析認知機能分析    
 
情報化に対応した仕事を遂行する上で重要となる知覚、記憶、判断と言った人間の認知機能とその

機能水準を評価するための検査方法についての基礎的調査を文献収集等により行った。 
情報化に対応した仕事で重要となる認知機能としては「記憶」「判断」「注意」「知能」が挙げられ

る。 
 
（１）記憶（１）記憶（１）記憶（１）記憶    
ＡＡＡＡ    概要概要概要概要    
記憶にはその特性から、瞬間的な「感覚記憶」、数秒間留まる「１次記憶」、数分から数年にわたる

「２次記憶」、一生続く「３次記憶」等がある。 

１次記憶は加齢によりほとんど低下しないが、２次記憶は低下するとされている。 

ＢＢＢＢ    検査方法検査方法検査方法検査方法    

数字、文字等を提示し、それを記憶し、すばやく回答させる「短期記憶検査」がある。    
 

（２）判断（２）判断（２）判断（２）判断    
ＡＡＡＡ    概要概要概要概要    
判断には「計算能力」「推理能力」「空間把握能力」等がある。 

ＢＢＢＢ    検査方法検査方法検査方法検査方法    

空間位置を把握する「図形比較検査」と「数処理検査」が挙げられる。 

  図形比較検査は、標準刺激となる物体が何度か回転した時の正しい形の判定を行う検査で、一種の

知能テストである。数処理検査は計算能力、推理能力を測定する検査で、パソコン画面上で実施する

ものが多い。    
    
（３）注意（３）注意（３）注意（３）注意    
ＡＡＡＡ    概要概要概要概要    
  注意力には「選択性（多数の中から必要な刺激に注意を選択）」「持続性（注意を一定時間持続）」

「転動性（注意を中断し必要な刺激に転換）」「多方向性（一つの刺激に集中しつつ多方向にも注意を

配分）」がある。これらの注意特性は視覚、聴覚により異なるが、いずれにせよ、加齢により注意限

界容量は小さくなる傾向にある。 

ＢＢＢＢ    検査方法検査方法検査方法検査方法    

  「トラッキング検査」「注意配分検査」がある。 

  トラッキング検査はトラッキングタスク（追跡課題）を課しながらその課題遂行の時間を測定する

検査で、パソコンの画面上で、移動する点をマウスなどの操作で追跡する。 
  注意配分検査は疲労を測定する検査で、パソコン画面上の７×７マトリクスにランダムに配置され

た 0 から 48 迄の数字を順番にマウスで追跡しクリックさせる。追跡終了迄の時間と各番号間の判定

時間を測定する。    
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（４）知能（４）知能（４）知能（４）知能    
ＡＡＡＡ    概要概要概要概要    
知能は「流動性知能（学習や行動に代表される情報を効率的に利用する生まれつきの能力）」「結晶

性知能（一般的常識や判断力、理解力のように過去に学んだ知識や経験に基づく状況対処能力）」「問

題解決能力（問題の特定、仮説と検証、解決までの遂行過程）」がある。 

加齢により流動性知能は低下するが、結晶性知能や問題解決能力は逆に加齢に伴い高まるとされて

いる。 

ＢＢＢＢ    検査方法検査方法検査方法検査方法    

  知的能力検査が代表的である。WAIS-R 知能検査（Wechsler Adult Intelligence Scale-Revised）
や WCST(Wisconsin Card Sorting Test)などが代表的なものである。    
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２．４２．４２．４２．４    仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成    
    
２．４．１２．４．１２．４．１２．４．１    仕事の力量・労働意欲チェックリスト案作成の基本的な考え方仕事の力量・労働意欲チェックリスト案作成の基本的な考え方仕事の力量・労働意欲チェックリスト案作成の基本的な考え方仕事の力量・労働意欲チェックリスト案作成の基本的な考え方 

「仕事の力量・労働意欲チェックリスト」は、下図のフローに従い作成した。「（１）職務能力

フレームの設定」「（２）インタビュー調査の実施」を経て抽出された職務能力項目に関して、ア

ンケート調査より得られた「現在の業務における重要度」と「ＩＴ進展による今後数年間（３年間）

の重要性の変化」の評価の合計値をもとに、下位の職務能力項目を削除又は他の職務能力項目との

統合により、最終的な「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案」の作成を行った。 
   

図表２．４．１：「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案」の作成フロー 

（１）職務能力フレームの設定 

（２）インタビュー調査の実施 

（３）アンケート調査の実施 

（４）「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案」の作成 

職務能力項目の抽出 

職務能力項目の絞り込み・精査 
■絞り込み基準 
・アンケート調査結果より、「現在の業務
における重要度」、「ＩＴ進展による今
後数年間（３年間）の重要性の変化」の
評価の合計値により職務能力項目を絞
り込む 
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分類分類分類分類 職務能力項目職務能力項目職務能力項目職務能力項目 優秀優秀優秀優秀 良好良好良好良好 可能可能可能可能 不可不可不可不可

１　情報収集技能 業務に必要な情報（市場、顧客ﾆｰｽﾞ、競合他社動向、自社の経営資
源等）を明確に定義できる。

業務に必要な情報を、各種方法（インターネットやイントラネット検索
等）により迅速かつ正確に収集できる。

業務に必要な情報を、社内外の人的ネットワークから迅速かつ正確
に収集できる。

業務に必要な最新の情報を常にモニタリングし、迅速に収集できる。

２　分析技能 収集した情報を、網羅的・体系的に分析・加工できる。

収集した情報を、重要度に応じて優先順位を付けて抽出・整理でき
る。

３　計画技能 分析データや経験・直感により、部門の方針を設定できる。

分析データや経験・直感により、部門の進むべき方向を予測できる。

部門の方針に基づき、最適な戦略を立案できる。

部門の戦略に基づき、最適な計画（業務計画、人員配置計画、収支
計画等）を立案できる。

部門の方針・目標・戦略を組織内に伝達し、短期及び中長期的な視点
から課題設定が行える。

部門で設定された課題に対する最適な改善施策を立案できる。

計画段階で想定される問題点やトラブルがあらかじめ予測できる。

４　管理技能 部門で作成した計画や改善施策を忍耐強く、部下に遂行させ、部門目
標に結び付けられる。

計画や改善施策の実行過程で生じる計画変更・遅れ・予定外のトラブ
ルに的確に対応できる。

５　評価技能 部門目標の達成度を適正な基準で最終評価できる。

評価基準評価基準評価基準評価基準

２．４．２２．４．２２．４．２２．４．２    仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成仕事の力量・労働意欲チェックリスト案の作成    
２．４．１の考え方に基づき、仕事の力量・労働意欲チェックリスト案を作成した。 
 

（１）部課長職の（１）部課長職の（１）部課長職の（１）部課長職の仕事の力量・労働意欲チェックリスト案仕事の力量・労働意欲チェックリスト案仕事の力量・労働意欲チェックリスト案仕事の力量・労働意欲チェックリスト案    
部課長職の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案」は、以下の基準で絞り込みを行い作成し

た。 
<絞り込み基準> 

①「現在の業務における重要度」と「ＩＴ進展による今後数年間（3 年間）の重要性の変化」の

評価の合計値が相対的に高いこと 
・チェックリスト案は「現在ならびに将来において重要な能力を評価できること」「加齢により

レベルが向上する能力／低下する能力／変わらない能力をバランスよく評価できること」が要

件として求められるため、上記の基準を用いた（合計値の 60％以上を基準に絞り込み）。 
②絞り込み後、職務能力分類に漏れがないこと 
部課長職の最終的なチェックリストでは、職務能力評価をする上で、労働意欲に関する項目も必

要と判断し、ソフトウエア技術者が作成した「Ｃ労働意欲」の職務能力項目を追加している（「Ａ

技能」計２７項目、「Ｂ知識・情報」計１２項目、「Ｃ意欲度等」計１０項目の合計４９項目）。 
    
ＡＡＡＡ    技能技能技能技能 
Ａ１Ａ１Ａ１Ａ１    職務関連技能職務関連技能職務関連技能職務関連技能    

図表２．４．２：部課長職の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（職務関連技能）」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「優秀：完全に業務を遂行でき、将来を見通せる」「良好：充分できる」「可能：できる」「不可：

一人ではできない」（以下、同様）
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Ａ２Ａ２Ａ２Ａ２    人間関係技能人間関係技能人間関係技能人間関係技能    
図表２．４．３：部課長職の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（人間関係技能）」    

ＢＢＢＢ    知識・情報知識・情報知識・情報知識・情報    
図表２．４．４：部課長職の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（知識・情報）」    

    

分類分類分類分類 職務能力項目職務能力項目職務能力項目職務能力項目 優秀優秀優秀優秀 良好良好良好良好 可能可能可能可能 不可不可不可不可

１　組織編成技能 部門の計画や改善施策を実行する上で、部下の専門性やキャリアを
考慮し、最適な編成・配置が行える。

環境変化を踏まえ、組織の意識改革を率先して推進することができ
る。

部門に将来、採用すべき人材像、人材要件を予測できる。

２　動機づけ・教育・指導技
能

部下に方針、目標を伝達し、目標達成を促すことができる。

部下の仕事の結果（業績）とその過程を適正に評価できる。

部下の強み／弱みを考慮した上で、短期的のみならず、中長期的な
視点で指導・育成が行える。

３　コミュニケーション技能 顧客等の本質的なニーズを引き出せるインタビューが行える。

Ｅ－ｍａｉｌやグループウェアなどのコミュニケーションツールを活用し
て、顧客等と円滑なコミュニケーションが行える。

顧客等に対し、わかりやすく効果的なドキュメント（企画書、会議資料
等）が作成できる。

顧客等に対し、論理的でわかりやすい説明が行える。

諸外国の顧客などの関係者と意思疎通が図れる程度の語学力があ
る。

評価基準評価基準評価基準評価基準

分類分類分類分類 職務能力項目職務能力項目職務能力項目職務能力項目 優秀優秀優秀優秀 良好良好良好良好 可能可能可能可能 不可不可不可不可

１　職務関連知識 業界内の市場動向に関する知識

業務に活用できるマーケティング知識

業務に活用できる経営戦略知識

２　人間関連知識 組織運営に活用できる人的資源管理の知識（能力評価、業績評価
等）

部下の育成に活用できる知識（リーダーシップ、人材育成法等）

３　職務関連情報（情報源） 経営のマクロ環境（社会環境、市場環境、技術動向、労働環境等）を
把握するための情報源

市場動向を把握するための情報源

顧客動向を把握するための情報源

競合他社の動向を把握するための情報源

供給者（調達先、協力会社等）を把握するための情報源

自社の経営資源（モノ、カネ、情報、技術力等）を把握するための情報
源

４　人間関連情報（情報源） 社内外の専門家に関する人的情報源

評価基準評価基準評価基準評価基準
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ＣＣＣＣ    労働意欲労働意欲労働意欲労働意欲    
図表２．４．５：部課長職の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（労働意欲）」 

 
 
（２）ソフトウエア技術者の仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（２）ソフトウエア技術者の仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（２）ソフトウエア技術者の仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（２）ソフトウエア技術者の仕事の力量・労働意欲チェックリスト案    
ソフトウエア技術者の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案」は、以下の基準で絞り込みを

行い作成した。 
①「現在の業務における重要度」と「ＩＴ進展による今後数年間（３年間）の重要性の変化」の評①「現在の業務における重要度」と「ＩＴ進展による今後数年間（３年間）の重要性の変化」の評①「現在の業務における重要度」と「ＩＴ進展による今後数年間（３年間）の重要性の変化」の評①「現在の業務における重要度」と「ＩＴ進展による今後数年間（３年間）の重要性の変化」の評

価の合計値が相対的に高いこと価の合計値が相対的に高いこと価の合計値が相対的に高いこと価の合計値が相対的に高いこと    
・ 合計値が３５％以下を基準に、下記項目を削除した 

「モチベーション：仕事の業績では他人に負けたくない」を削除 
「創造力：自分のアイデア、考えについて細部まで検討する」を削除 
「創造力：自分の能力を信じている」を削除 

 
②類似するチェックリスト項目の統合・削除②類似するチェックリスト項目の統合・削除②類似するチェックリスト項目の統合・削除②類似するチェックリスト項目の統合・削除 
・ 「技術的知識：コンピュータ言語に関する知識」と「技術的知識：プログラミング技法に関する

知識」は類似性が高いため、「技術的知識：コンピュータ言語・プログラミング技法に関する知

識」に統合 
・ 「技術的知識：単体・統合テストに関する知識」は「技術的知識：品質管理技法に関する知識」

に包含されるため削除    
    
ソフトウエア技術者の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案」は、以下のとおりである（「Ａ

技能」計１８項目、「Ｂ知識・情報」計１２項目、「Ｃ意欲度等」計１０項目の合計４０項目）。 
    
    
    
    
    
    
    

分類分類分類分類 職務能力項目職務能力項目職務能力項目職務能力項目 優秀優秀優秀優秀 良好良好良好良好 可能可能可能可能 不可不可不可不可

１　モチベーション 仕事をすること自体が楽しい

２　柔軟性 古く使えなくなった技術・方法を迷わず捨て、新しいものを取り入れる

新しい技術・方法等に好奇心を持つ

複雑で全体を見通せない仕事でも冷静に対処する

自分に最も適している進路を自分自身で決断する

仕事に関連がありそうな情報は、何でも目を通す

３　創造力 自分のアイデア、考えを客観的に評価する

目標を持って何かにチャレンジすることが好きである

一度やり始めたことは最後までやり遂げる

人が気付かないようなビジネスチャンスを発見する

評価基準評価基準評価基準評価基準
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分類分類分類分類 職務能力項目職務能力項目職務能力項目職務能力項目 優秀優秀優秀優秀 良好良好良好良好 可能可能可能可能 不可不可不可不可

１　組織編成技能 部門（又はチーム）に将来、採用すべき人材像、人材要件を予測でき
る。

２　動機づけ・教育・指導技
能

部下にビジョン、目標を伝達し、目標達成を促すことができる。

プロジェクトメンバーや関係者と円滑なチームワークを作ることができ
る。

部下の仕事の結果（業績）とその過程を適正に評価できる。

部下の強み／弱みを考慮した上で、短期的のみならず、中長期的な
視点で指導・育成が行える。

３　コミュニケーション技能 顧客等の本質的なニーズを引き出せるインタビューが行える。

Ｅ－ｍａｉｌやグループウェアなどのコミュニケーションツールを活用し
て、顧客等と円滑なコミュニケーションが行える。

顧客等に対し、論理的でわかりやすいドキュメント（企画書、会議資料
等）が作成できる。

顧客等に対し、論理的でわかりやすい説明が行える。

顧客等から苦情やクレームを受けても、冷静かつ適切な対応が行え
る。

諸外国の顧客等と意思疎通が図れる程度の語学力がある。

評価基準評価基準評価基準評価基準

ＡＡＡＡ    技能技能技能技能 
Ａ１Ａ１Ａ１Ａ１    職務関連技能職務関連技能職務関連技能職務関連技能    
図表２．４．６：ソフトウエア技術者の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（職務関連技能）」 

※「優秀：完全に業務を遂行でき、将来を見通せる」「良好：充分できる」「可能：できる」「不可：

一人ではできない」（以下、同様） 

 

Ａ２Ａ２Ａ２Ａ２    人間関係技能人間関係技能人間関係技能人間関係技能    
図表２．４．７：ソフトウエア技術者の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（人間関係技能）」    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分類分類分類分類 職務能力項目職務能力項目職務能力項目職務能力項目 優秀優秀優秀優秀 良好良好良好良好 可能可能可能可能 不可不可不可不可

１　情報収集技能 業務に必要な情報を、各種方法（インターネットやイントラネット検索
等）により迅速かつ正確に収集できる。

業務に必要な情報を、社内外の人的ネットワークから迅速かつ正確
に収集できる。

２　分析技能 収集した情報を、網羅的・体系的に分析・加工できる。

３　計画技能 顧客のニーズや課題を踏まえ、最適な企画提案が行える。

プロジェクトの計画（作業スケジュール、要員計画、予算計画等）を作
成できる。

プロジェクトの計画段階で想定される問題点やトラブルをあらかじめ予
測できる。

４　管理技能 プロジェクトを遂行する過程で生じる計画変更・遅れ・予定外のトラブ
ルに的確に対応できる。

評価基準評価基準評価基準評価基準



2-24  

ＢＢＢＢ    知識・情報知識・情報知識・情報知識・情報    
図表２．４．８：ソフトウエア技術者の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（知識・情報）」    

    
ＣＣＣＣ    労働意欲労働意欲労働意欲労働意欲    
図表２．４．９：ソフトウエア技術者の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案（労働意欲）」 

 
 

 

分類分類分類分類 職務能力項目職務能力項目職務能力項目職務能力項目 優秀優秀優秀優秀 良好良好良好良好 可能可能可能可能 不可不可不可不可

１　技術的知識 「コンピュータ言語」・「プログラミング技法」に関する知識

「システム設計・概要設計」に関する知識

「詳細設計」に関する知識

「クライアントサーバー技術」に関する知識

「LAN等のネットワーク管理」に関する知識

「インターネット関連技術」に関する知識

「品質管理技法」に関する知識

「標準化技法」に関する知識

「ハードウエア」に関する知識

２　業務知識 ソフトウエア開発対象分野の関連業務に関する知識（会計業務、生産
管理業務、物流業務等）

３　経営知識 企業経営全般に関わる知識（マーケティング知識、財務・会計知識
等）

４　法規知識 業務に関連する各種法規知識（知的財産権、著作権等）

評価基準評価基準評価基準評価基準

分類分類分類分類 職務能力項目職務能力項目職務能力項目職務能力項目 優秀優秀優秀優秀 良好良好良好良好 可能可能可能可能 不可不可不可不可

１　モチベーション
仕事をすること自体が楽しい

２　柔軟性
古く使えなくなった技術・方法を迷わず捨て、新しいものを取り入れる

新しい技術・方法等に好奇心を持つ

複雑で全体を見通せない仕事でも冷静に対処する

自分に最も適している進路を自分自身で決断する

仕事に関連がありそうな情報は、何でも目を通す

３　創造力
自分のアイデア、考えを客観的に評価する

目標を持って何かにチャレンジすることが好きである

一度やり始めたことは最後までやり遂げる

人が気付かないようなビジネスチャンスを発見する

評価基準評価基準評価基準評価基準
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２．５２．５２．５２．５        仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成    
 
２．４の「仕事の力量・労働意欲チェックリスト案」について、以下の考え方に基づいて精査し、

「仕事の力量・労働意欲のチェックリスト」を作成した。 
    

２．５．１２．５．１２．５．１２．５．１        仕事の力量・労働意欲チェックリスト作成の考え方仕事の力量・労働意欲チェックリスト作成の考え方仕事の力量・労働意欲チェックリスト作成の考え方仕事の力量・労働意欲チェックリスト作成の考え方 
    
（１）項目の表現と評価基準（１）項目の表現と評価基準（１）項目の表現と評価基準（１）項目の表現と評価基準    

・チェックリスト案の「技能」に関する項目の表現は「～できる」、評価基準は「優良（完全に

業務を遂行でき、将来を見通せる）」「良好（十分できる）」「可能（できる）」「不可（一人ではで

きない）」とした。しかし、こうした評価方法はあくまでも被評価者の自己評価基準に依存するも

のであり、チェック項目の内容が「本当はできなくても、できる」と「過大評価」したり、「本当

はできても、（自信がない、又は謙遜して）できない」と「過小評価」するなど、適正な評価がし

にくいことが想定される。 
・「知識・情報源」に関する項目の表現は「～の知識」「～の情報源」と体言止めとなっていた。「技

能」に関する項目と同様の評価基準を用いるのであれば、その項目の表現を見直す必要がある。 
・「労働意欲」に関する項目は被評価者の意欲や性格を表現するものであり、「技能」に関する項目

と同様の評価基準では評価できない。むしろ、「当てはまる～当てはまらない」といった評価基準

の方が妥当といえる。 
 

  上記の観点から、「項目の表現の統一化」と「客観的な評価基準の設定」が問題点として挙げられ

た。そのため、研究会での検討により、最終的には以下のとおり決定した。 
 
＜チェックリストの項目の表現と評価基準＞＜チェックリストの項目の表現と評価基準＞＜チェックリストの項目の表現と評価基準＞＜チェックリストの項目の表現と評価基準＞    

①項目の表現①項目の表現①項目の表現①項目の表現    

・「～している」といった日頃の仕事における自分の行動を表現する形で統一 

②評価基準②評価基準②評価基準②評価基準    

・①の項目を、日頃の仕事における自分の行動と照らし合わせ、「1.当てはまる」「2.やや

当てはまる」「3.どちらともいえない」「4.あまり当てはまらない」「5.当てはまらない」

の５段階で評価する形で統一 

 
 
（２）「環境変化への対応」の追加（２）「環境変化への対応」の追加（２）「環境変化への対応」の追加（２）「環境変化への対応」の追加    
・部課長職のアンケート調査では「環境変化に伴う部課長クラスの役割・能力変化」について聞い

ている。その結果、情報化が進む中で、従来の「情報伝達」的な役割が縮小し、部課長職にも「専

門能力」が要求されるという認識の高まりが見受けられた。 
    こうした環境変化を認識し、専門能力の形成に積極的に取組む姿勢は職務能力の要素の１つと

して捉えられるため、次頁の観点から「環境変化への対応」に関する項目を追加した。 
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＜環境変化への対応に関するチェック項目のフレーム＞＜環境変化への対応に関するチェック項目のフレーム＞＜環境変化への対応に関するチェック項目のフレーム＞＜環境変化への対応に関するチェック項目のフレーム＞ 
①職務環境認識 
②管理者の役割認識 
③専門能力 
④専門能力の形成 
 
（３）項目の絞り込み（３）項目の絞り込み（３）項目の絞り込み（３）項目の絞り込み    
・「技能」「知識・情報」「労働意欲」で構成されるチェックリスト案は部課長職で４９項目、ソフト

ウエア技術者で４０項目とやや多い。また、前述の「環境変化への対応」の項目が１０項目程度

追加されることから、被評価者の評価負担を考慮し、以下の観点から絞り込みを検討した。 
    
＜部課長職＞＜部課長職＞＜部課長職＞＜部課長職＞    
①部課長職アンケート調査結果より、「現在の重要度＋加齢による強み」のスコアが低いものを削除 
②内容が類似しているものを統合 
③部課長職自身が必ずしも行う必要がない項目を削除（収集した情報の分析･加工） 
 
＜ソフトウエア技術者＞＜ソフトウエア技術者＞＜ソフトウエア技術者＞＜ソフトウエア技術者＞    
・ソフトウエア技術者アンケート調査の段階で、絞り込みが終了しているため、ここでは絞り込みを

行っていない。 
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２．５．２２．５．２２．５．２２．５．２            仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成 
 

  ２．５．１で示した基本的な考え方に基づいて、仕事の力量・労働意欲チェックリスト案を精査

し、「仕事の力量・労働意欲チェックリスト」を作成した。なお、労働意欲チェックリストに関し

ては、基盤的な能力であり、部課長職、ソフトウエア技術者では共通のチェックリストとした。 

 

（１）（１）（１）（１）    部課長職の仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成部課長職の仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成部課長職の仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成部課長職の仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成    

    

図表２．５．１：部課長職の仕事の力量・労働意欲チェックリスト 

中分類 職務能力項目

業務に必要な情報はインターネットやイントラネットを日頃から操作し、収集している １ ２ ３ ４ ５ ０
業務に必要な情報を収集できるよう、日頃から人的ネットワークを広げている １ ２ ３ ４ ５ ０

学会やセミナーに積極的に参加し、業務に必要な最新情報を定期的に収集している １ ２ ３ ４ ５ ０
部門の進むべき方向や戦略立案に必要な情報及び情報源を明確にしている １ ２ ３ ４ ５ ０

収集した情報は重要度に応じて優先順位を付けている　 １ ２ ３ ４ ５ ０
収集・分析した情報、これまでの経験や直感をもとに、部門の進むべき方向を予測している　　 １ ２ ３ ４ ５ ０

会社の方針や各種情報（分析データ等）を踏まえ、自部門が取るべき戦略を立案している １ ２ ３ ４ ５ ０
部門の戦略に基づき、業務に必要な要員、予算、期間等を見積り、最適な業務・人材・組織計画を立案している １ ２ ３ ４ ５ ０

部門の方針や戦略をわかりやすく部下に伝達し、取組むべき課題を明確にしている　 １ ２ ３ ４ ５ ０
部門の計画立案段階で、これまでの経験から、問題点や最悪の状態を想定している １ ２ ３ ４ ５ ０

部門で作成した計画や改善施策を、忍耐強く部下に遂行させ、部門目標に結びつけている　　 １ ２ ３ ４ ５ ０

計画や改善施策の実行過程で、変更・遅れ・予定外のトラブルが発生しても、迅速かつ的確に対応している　　 １ ２ ３ ４ ５ ０
部門目標の達成度を適正な基準で最終評価している　　　　　  　　 １ ２ ３ ４ ５ ０

自社を取り巻く環境変化を踏まえ、組織の風土改革を率先して推進している　 １ ２ ３ ４ ５ ０
部門の計画や改善施策を実行する上で、部下の専門性やキャリアを考慮し、最適な配置を行っている １ ２ ３ ４ ５ ０

部下に方針・目標をわかりやすく伝達し、個人の目標達成を促している　 １ ２ ３ ４ ５ ０
部下の仕事の結果（業績）だけでなく、その過程も観察し、適正に評価している　 １ ２ ３ ４ ５ ０

部下の強み／弱みを考慮し、短期・中長期的な視点から指導方針を明示し、育成を行っている １ ２ ３ ４ ５ ０
業務関係者の本質的なニーズを引き出す対話を、普段から行っている １ ２ ３ ４ ５ ０

メール等を活用し、業務関係者と円滑なコミュニケーションを行っている １ ２ ３ ４ ５ ０
業務関係者に対し、論理的でわかりやすい説明を普段から行っている  　　 １ ２ ３ ４ ５ ０

諸外国の業務関係者と意思疎通が図れるように語学練習を日頃から行っている　  　　 １ ２ ３ ４ ５ ０
マーケティング（製品政策、価格政策、流通政策、販売促進政策等）について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

経営戦略（市場分析→競合分析→自社の強み／弱み分析→戦略立案等）について日頃から学習している　　　　 １ ２ ３ ４ ５ ０

財務・会計（財務会計、管理会計等）について日頃から学習している　　　 １ ２ ３ ４ ５ ０
人事労務管理（能力評価、業績評価等）について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

人材育成方法（リーダーシップ、コーチング等）について日頃から学習している　 １ ２ ３ ４ ５ ０
市場動向を把握するための有効な情報源（各種媒体、有識者等）を日頃から調べている　　　 １ ２ ３ ４ ５ ０

顧客動向を把握するための有効な情報源（顧客との人的ﾈｯﾄﾜｰｸ）を日頃から調べている １ ２ ３ ４ ５ ０
競合他社の動向を把握するための有効な情報源（各種媒体、有識者等）を日頃から調べている １ ２ ３ ４ ５ ０

供給者（調達先、協力会社等）を把握するための有効な情報源（各種媒体、有識者等）を日頃から調べている　 １ ２ ３ ４ ５ ０
社内外の専門家についての有効な情報源を日頃から調べている １ ２ ３ ４ ５ ０

部下がＩＴを活用し、仕事の情報を容易に手に入れることができるようになるため、部課長の影響力が発揮しにくくなると考えている １ ２ ３ ４ ５ ０
部課長の持つ専門能力が業務の関係者を動かす主要な要因と考えている １ ２ ３ ４ ５ ０

部課長は、自らの専門能力を持って担当部門の環境変化に適応し続ける責任を負っていると考えている １ ２ ３ ４ ５ ０
部課長は、役職ではなく、「困難な状況を克服する欲求」と「課題を達成する欲求」で動機づけられると考えている １ ２ ３ ４ ５ ０

役職定年や組織スリム化で部課長を解任されても、社内のスタッフ、あるいは社外で専門能力を活かすことができると考えている １ ２ ３ ４ ５ ０

自分の専門能力は後任者などに容易に追随されないよう、日頃から努力している １ ２ ３ ４ ５ ０
業務の基礎となる原理・原則について、専門書やセミナー等の学習機会を活用し、計画的・体系的に学習を継続して行っている １ ２ ３ ４ ５ ０

計画的に学習した原理・原則などの専門知識を活用し、業務関係者から高い評価を得ている １ ２ ３ ４ ５ ０
担当領域の知見やそれを活用した業務成果を整理・体系化し、レポート、指導書などにまとめ、社内外で何度か発表したことがある １ ２ ３ ４ ５ ０

専門能力を中高年齢者の強みとするために、１０年程度のキャリア形成計画を立てて、計画的・体系的に実行している １ ２ ３ ４ ５ ０

■仕事の力量チェックリスト
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①情報収集・分析技能

③管理・評価技能

⑧環境変化対応力

②計画技能

④組織編成技能

⑤動機付け・教育・指導
   技能

⑥コミュニケーション技能

⑦知識力・情報源

中分類 職務能力項目
仕事が楽しいと感じている １ ２ ３ ４ ５ ０

仕事を通じて、周りの人から尊敬されたいと考えている １ ２ ３ ４ ５ ０
仕事を通じて、より高い給与を得たいと考えている １ ２ ３ ４ ５ ０

合理的だと判断すれば、今までのやり方を変えるようにしている １ ２ ３ ４ ５ ０
新しい技術・方法等に好奇心を持っている １ ２ ３ ４ ５ ０

複雑で全体を見通せない仕事でも冷静に対処している １ ２ ３ ４ ５ ０
自分に最も適した進路について、日頃から考えている １ ２ ３ ４ ５ ０

仕事に関連がありそうな情報には、幅広く目を通している １ ２ ３ ４ ５ ０
自分の能力を信じている １ ２ ３ ４ ５ ０

自分のアイデア・考えを検討する際、独りよがりにならないよう注意している １ ２ ３ ４ ５ ０
自分のアイデア・考えについて細部まで検討している １ ２ ３ ４ ５ ０

一度やり始めたことは、最後まで粘り強くやり遂げている １ ２ ３ ４ ５ ０
他人が思いつかないようなアイデアを日頃から考えている １ ２ ３ ４ ５ ０

日頃から目標を持ち、それに向かってチャレンジしている １ ２ ３ ４ ５ ０
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■労働意欲チェックリスト

評価基準
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（２）（２）（２）（２）    ソフトウエア技術者の仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成ソフトウエア技術者の仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成ソフトウエア技術者の仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成ソフトウエア技術者の仕事の力量・労働意欲チェックリストの作成    

    

図表２．５．２：ソフトウエア技術者の仕事の力量・労働意欲チェックリスト 

 

中分類 職務能力項目

インターネットやイントラネットを日頃から操作して必要情報を収集している １ ２ ３ ４ ５ ０

業務に必要な情報を収集できるよう、日頃から人的ネットワークを広げている １ ２ ３ ４ ５ ０

収集した情報は、体系的に分析・加工している １ ２ ３ ４ ５ ０

業務関係者のニーズと自社の経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報等）を的確に把握し、積極的に企画提案を行っている １ ２ ３ ４ ５ ０

プロジェクトの仕様から、作業に必要な期間・要員・予算等を見積もり、最適な遂行計画を立案している １ ２ ３ ４ ５ ０

プロジェクトの遂行計画立案段階で、これまでの経験から、問題点や最悪の状態を想定している　 １ ２ ３ ４ ５ ０

プロジェクトの遂行過程で、計画変更・遅れ・予定外のトラブルが発生しても、迅速かつ的確に対応している　　 １ ２ ３ ４ ５ ０

業務関係者との円滑なチームワーク形成を普段から意識し、促している　　 １ ２ ３ ４ ５ ０

部門に将来採用すべき人材像・人材要件を常に予測し、組織の構成員のバランスに普段から注意を払っている １ ２ ３ ４ ５ ０

部下に方針・目標をわかりやすく伝達し、個人の目標達成を促している　 １ ２ ３ ４ ５ ０

部下の仕事の結果（業績）だけでなく、その過程も観察し、適正に評価している　 １ ２ ３ ４ ５ ０

部下の強み／弱みを考慮し、短期・中長期的な視点から指導方針を明示し、育成を行っている １ ２ ３ ４ ５ ０

業務関係者の本質的なニーズを引き出す対話を、普段から行っている １ ２ ３ ４ ５ ０

メール等を活用し、業務関係者と円滑なコミュニケーションを行っている １ ２ ３ ４ ５ ０

業務関係者に対し、統計ソフト（エクセル等）やプレゼンテーションソフト（パワーポイント等）を用いて、わかりやすいドキュメントを作成している １ ２ ３ ４ ５ ０

業務関係者に対し、論理的でわかりやすい説明を普段から行っている  　　 １ ２ ３ ４ ５ ０

顧客等から苦情やクレームを受けても、冷静かつ適切に対応している １ ２ ３ ４ ５ ０

諸外国の業務関係者と意思疎通が図れるように語学練習を日頃から行っている　  　　 １ ２ ３ ４ ５ ０

「プログラミング」について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

「システム設計・概要設計」について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

「クライアントサーバー技術」について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

「ネットワーク関連技術」について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

「品質管理技法」について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

「標準化技法」について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

「ソフトウエア開発対象分野の関連業務（会計業務、生産管理業務、物流業務等）」について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

「企業経営全般（マーケティング知識、財務・会計知識等）」について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

「業務に関連する各種法規（知的財産権、著作権等）」について日頃から学習している １ ２ ３ ４ ５ ０

自分の専門能力が後輩などに容易に追随されないよう、日頃から努力している １ ２ ３ ４ ５ ０

業務の基礎となる原理・原則について、専門書やセミナー等の学習機会を活用し、計画的・体系的に学習を継続して行っている １ ２ ３ ４ ５ ０

計画的に学習した原理・原則などの専門知識を活用し、業務関係者から高い評価を得ている １ ２ ３ ４ ５ ０

担当領域の知見やそれを活用した業務成果を整理・体系化し、レポート、論文、指導書などにまとめ、社内外で何度か発表したことがある １ ２ ３ ４ ５ ０

専門能力を中高年齢者の強みとするために、１０年程度のキャリア形成計画を立てて、計画的・体系的に実行している １ ２ ３ ４ ５ ０

■労働意欲チェックリスト
仕事が楽しいと感じている １ ２ ３ ４ ５ ０

仕事を通じて、周りの人から尊敬されたいと考えている １ ２ ３ ４ ５ ０

仕事を通じて、より高い給与を得たいと考えている １ ２ ３ ４ ５ ０

合理的だと判断すれば、今までのやり方を変えるようにしている １ ２ ３ ４ ５ ０

新しい技術・方法等に好奇心を持っている １ ２ ３ ４ ５ ０

複雑で全体を見通せない仕事でも冷静に対処している １ ２ ３ ４ ５ ０

自分に最も適した進路について、日頃から考えている １ ２ ３ ４ ５ ０

仕事に関連がありそうな情報には、幅広く目を通している １ ２ ３ ４ ５ ０

自分の能力を信じている １ ２ ３ ４ ５ ０

自分のアイデア・考えを検討する際、独りよがりにならないよう注意している １ ２ ３ ４ ５ ０

自分のアイデア・考えについて細部まで検討している １ ２ ３ ４ ５ ０

一度やり始めたことは、最後まで粘り強くやり遂げている １ ２ ３ ４ ５ ０

他人が思いつかないようなアイデアを日頃から考えている １ ２ ３ ４ ５ ０

日頃から目標を持ち、それに向かってチャレンジしている １ ２ ３ ４ ５ ０

①モチベーション

①情報収集・分析技能

■「仕事の力量」チェックリスト

②柔軟性

③創造性

②計画・管理技能

③組織編成・動機付け・教育技能

④コミュニケーション技能

⑤知識力

⑥環境変化対応能力
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２．６２．６２．６２．６    仕事の力量・労働意欲チェックリスト基準値等設定のためのデータ収集仕事の力量・労働意欲チェックリスト基準値等設定のためのデータ収集仕事の力量・労働意欲チェックリスト基準値等設定のためのデータ収集仕事の力量・労働意欲チェックリスト基準値等設定のためのデータ収集    

 

２．５で作成した仕事の力量・労働意欲チェックリストを用いて自己の能力を診断するためには、

世間一般の平均値に比べ、自分の仕事の力量等がどの程度かを客観的に把握する必要がある。 

 そのため、以下のとおり仕事の力量・労働意欲チェックリストの基準値（平均値）データの収集

を行った。 

 

（１）部課長職のデータ収集（１）部課長職のデータ収集（１）部課長職のデータ収集（１）部課長職のデータ収集    

①調査対象①調査対象①調査対象①調査対象    

 ・帝国データバンクの上場企業リストからランダムに抽出した３６７社、２,８３１名の社員を対

象とし、アンケート調査を実施した。 

②調査対象企業／対象者②調査対象企業／対象者②調査対象企業／対象者②調査対象企業／対象者    

 ・①を対象とし、調査票を発送・回収（配布数２,８３１、回収数２,１０１、回収率７４．２％） 
 

（２）ソフトウェア技術者のデータ収集（２）ソフトウェア技術者のデータ収集（２）ソフトウェア技術者のデータ収集（２）ソフトウェア技術者のデータ収集    

①調査対象①調査対象①調査対象①調査対象    

 ・情報産業労働組合連合会に加盟している情報サービス企業、及びその他の情報サービス企業、計

２３社に対してアンケート調査を実施した。 

②調査対象企業／対象者②調査対象企業／対象者②調査対象企業／対象者②調査対象企業／対象者    

 ・各社とも職制を通じて調査表配布・回収（配布数３,８６５、回収数２,３４４、回収率６１％） 
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